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く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想  

４
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
と
は

　｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

と
は
、
食
（
フ
ー
ド
）
関
連
産
業
の
集
積
地
と
い
う
意
味
で
す
。
シ
リ
コ
ン
を
主
原
料

と
す
る
半
導
体
メ
ー
カ
ー
な
ど
先
端
技
術
産
業
が
多
数
集
ま
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
由
来
し
て
い
ま
す
（
バ
レ
ー
は
渓
谷
）。
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
市
周
辺
の
食
品

関
連
産
業
の
集
積
地
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
国
内
で
は
静
岡
県
富
士
宮
市
や
北
海
道
帯

広
市
、
栃
木
県
な
ど
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

の
形
成
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
南
地
域
は
農
林
水
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
豊
富
な
農
林
水
産
物
な
ど
を
活
か
し
た
食
品
関
連
産
業

の
振
興
が
地
域
の
活
性
化
に
は
不
可
欠
で
す
。
県
内
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
姿

や
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想｣

で
す
。

くまもと県南
フードバレー構想

（方向性・目標）

人吉・球磨地域水俣・芦北地域

■企業
　・施設の新設や増設
　・関連企業の集積

■研究会・グループ
　・食材の研究や商品開発
　・関連研究会との連携

■高校生
　・商品開発
　・商品の PR

■個人・農家
　・高付加価値化の促進
　・販路拡大

八 代 市

連携・協力

特  

集
くまもと県南

フードバレー構想
　熊本県の重要課題の1つとなっている県南地域の活性化。その起爆剤として ｢食｣ 産業の
集積などを目指す ｢くまもと県南フードバレー構想｣ が平成 25年 3月に策定されました。
現在、八代地域では食関連企業の施設の新・増設や研究会・グループ・高校生などによる商
品開発など ｢フードバレー構想｣ の実現に向けた取り組みが進んでいます。

フードバレー推進課　☎３３－８７８０
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く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想  

４
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　
次
の
４
つ
の
方
向
性
を
柱
と
し
て
、
県
南
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
施
設
の
導
入
や
商

　
品
開
発
を
支
援
す
る
。

・
農
林
水
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
輸
出
に
対
す
る 

　
相
談
・
助
言
体
制
を
充
実
す
る
。

・
ア
ジ
ア
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
開
発
や

　
現
地
商
談
会
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

・
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
拡
大
へ
の
取
り
組
み

　
を
行
う
。

・
食
関
連
の
展
示
会
な
ど
へ
の
出
店
や
百
貨
店
で

　
の
熊
本
フ
ェ
ア
開
催
な
ど
に
よ
り
、
販
路
拡
大

　
に
つ
な
げ
る
。

・
農
林
水
産
業
者
に
対
し
６
次
産
業
化
の
技
術
習

　
得
の
支
援
な
ど
を
行
う
。

・
研
究
機
関
や
農
業
関
係
高
校
な
ど
と
連
携
し
て

　
将
来
の
食
関
連
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

・
生
産
者
や
商
工
業
者
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど

　
で
構
成
す
る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
」

　
内
で
情
報
を
共
有
化
し
、
交
流
会
を
開
催
す
る

　
な
ど
し
て
情
報
交
換
を
活
発
に
行
う
。

・
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
の
会
員
同
士
で
立

　
ち
上
げ
た
研
究
会
を
支
援
し
、
新
商
品
開
発
な

　
ど
に
つ
な
げ
る
。

・
県
南
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
食
の
安
全
・

　
安
心
に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
な
ど
、

　
地
域
内
生
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
。

・
企
業
な
ど
の
農
業
参
入
や
加
工
施
設
な
ど
の
設

　
置
を
進
め
る
。

・
食
関
連
企
業
や
研
究
開
発
部
門
の
誘
致
を
進
め
る
。

・
生
産
者
や
企
業
、
販
売
店
な
ど
の
間
で
ビ
ジ
ネ

　
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
商
品
開
発
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
う
。

・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
農
産
物
の
試
験
研

　
究
や
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ

　
る
食
品
加
工
の
研
究
開
発
を
進
め
る
。

・
農
林
水
産
分
野
へ
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
、
生

　
産
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

・
生
産
拡
大
や
安
定
生
産
に
対
す
る
支
援
と
集
出

　
荷
体
制
の
再
編
・
強
化
を
図
る
。

　

く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
は
、
次
の

４
つ
の
方
向
性
を
柱
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
に
よ
る

地
域
内
生
産
物
な
ど
の
高
付
加
価
値
化

地
域
内
生
産
物
な
ど
を
活
か
す 

企
業・

研
究
開
発
機
能
な
ど
の
集
積

ア
ジ
ア
と
の
貿
易
拡
大

首
都
圏
な
ど
へ
の
販
路
拡
大

人
材
育
成
の
強
化

推
進
体
制
の
構
築

１２

３４

八代市の４つの柱
フードバレーやつしろ基本戦略構想

フードバレーやつしろ
の地域ブランドづくり

八代の個性と魅力を
発揮できる食の拠点
づくり

八代がアジア・全国と
つながっていることが
実感できる販路づくり

フードバレーやつしろ
を実践する体制づくり

★農商工連携・６次産業化によ
   る新商品開発

★地理的優位性を活かした物流
　拠点の形成

★八代港の機能拡充

★地域連携による販路拡大推進

★市独自の販路拡大

★庁内推進体制の構築

★関係協議会との連携

★農林水産業の生産基盤強化と
　地域内特産物の育成による高
　付加価値化

★研究機関や食関連企業などの
　集積促進

★研究機関と連携した体制づくり

★大学など高等教育機関との連携
　による共同研究・開発実施

★フードバレーやつしろのイメ
　ージ戦略

★生産者と消費者の交流促進

★総合的な商品開発プロモー　
　ションチームの組織化

★健康と環境を地域イメージ創
　出に活用

★研究開発・人材育成施設の確
　保

★特産品などを「食と健康」の
　キーワードでアピール

★食品関連産業企業などの誘致
　と雇用確保

★地産地消を基本とした食育・
　健康増進活動の実施

123

4

（平成26年 3月策定）
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ニ
ッ
コ
ー 企

　
　
業

取り組み1
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
お
け
る
「
食
」
関
連
産
業
の
振

興
や
物
流
拠
点
の
形
成
な
ど
に
向
け
、
企
業
に
よ
る
工
場
・
施
設
の
新
設

や
増
設
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ニ
ッ
コ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ

ん
な
企
業
が
、く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド

バ
レ
ー
構
想
と
い
う
１
つ
の
方
向
に

向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
で
こ
だ
わ
り
の
食
材

今
後
の
取
り
組
み

　
神
奈
川
県
大
和
市
に
本
社
を
置
き
冷
凍
食
品
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
ニ
ッ
コ
ー
。
平
成
26
年
１
月
、
二

見
本
町
の
３
号
線
沿
い
に
総
床
面
積
約
５
３
０
㎡
の

八
代
工
場
を
新
設
し
、
同
年
４
月
に
操
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
一
緒
で
心
強
か
っ
た
で

す
。
加
工
品
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
先
に

進
む
た
め
に
は
、
補
助
金
申
請
な
ど
の

事
務
作
業
や
販
路
開
拓
な
ど
、
生
産
者

の
私
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
の
力
を
借
り

る
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

「
マ
キ
シ
ト
」
を
使
っ
た
お
酒
が
ど
こ

の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う

に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

事業所新設に関する協定を締結し、握手を交
わす左から小野泰輔副知事、上組の牧田秀男
代表取締役専務、永原辰秋副市長

平成26年4月に操業を開始したニッコー八代工場

既存の施設に増設された約4,500㎡の新物流
センター

　
平
成
26
年
４
月
30
日
、
物
流
と
食
品
の
製
造
加
工

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
エ
ー
ブ
ル
が
、
県
・
市

と
「
八
代
外
港
工
業
用
地
内
で
の
物
流
セ
ン
タ
ー
増

設
に
関
す
る
立
地
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
同
年
12
月
に
完
成
し
、
約
１
０
０
人
の
新
規

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
17
日
、
物
流
・
保
管
・
輸
送
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
上
組
が
、
県
・
市

と
「
八
代
外
港
工
業
用
地
内
で
の
物
流
セ
ン
タ
ー
新

設
に
関
す
る
立
地
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
も

な
く
着
工
の
予
定
で
、
完
成
後
は
30
人
の
新
規
雇
用

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

エーブル上
か み

　組
新港町３丁目９番８号
37-0391　 

新港町３丁目2 番12 号
37-3565　 

二見本町681-2
38-9770　 

　
会
長
の
山
﨑
貞
雄
会
長
は
、
二
見
本
町
の
出

身
。
い
つ
も
抱
い
て
い
た
「
故
郷
に
恩
返
し
を

し
た
い
」と
い
う
想
い
と
、く
ま
も
と
県
南
フ
ー

ド
バ
レ
ー
構
想
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
契
機

に
本
市
へ
工
場
新
設
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麺
な
ど
の
麺
類
や
弁
当

用
の
惣
菜
カ
ッ
プ
の
冷
凍
食
品
を
生
産
し
、
生

協
や
宅
食
業
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
者

な
ど
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　　
ニ
ッ
コ
ー
で
は
「
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て

食
べ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
食
品
作
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
地
産
地
消
を
掲
げ
、
無
農
薬
・
減ニッコー

山﨑 貞雄  会長

農
薬
栽
培
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
加
工
食
品

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
八
代
工
場
で
も
、
市

内
の
指
定
し
た
八
百
屋
か
ら
野
菜
を
仕
入
れ

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
地
元
の
食
材
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　　
操
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
工
場
が
軌
道
に

乗
っ
た
後
は
、
生
産
者
で
あ
る
地
元
農
家
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
直
接
提
携
し
て
食

材
を
仕
入
れ
る
こ
と
や
、
共
同
商
品
開
発
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
八
代
工
場
新
設
で
分
か
っ
た
物

流
面
の
弱
さ
を
、
物
流
事
業
を
行
う
企
業
な

ど
と
連
携
を
深
め
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
者
と
企
業
や
企
業
同

士
の
パ
イ
プ
が
で
き
、「
食
」
関
連
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

 Intervew

　くまもと県南フードバレー構
想は、県全体で打ち出している
ので関心が高まりやすく、とて
も素晴らしい取り組みだと思い
ます。
　私たちは、事業を通して地域
の特産物や暮らしやすさを都市
部に伝え、若者が地方に流れる
一助を担いたいと思っていま
す。そのためにはやはり、フー
ドバレー構想が必要。自慢でき
る地元のものをみんな一緒に
なって増やしていければと思っ
ています。
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晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト
研
究
会

グ
ル
ー
プ
・
研
究
会

取り組み2
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど

も
動
き
出
し
ま
し
た
。
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
内
で

は
、
生
産
者
や
製
造
業
、
飲
食
業
な
ど
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
活
動
し
、
商

品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
研
究
会
自
体
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
完
成
に
伴

い
、活
動
を
終
了
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

こ
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、晩
白
柚
ペ
ー
ス

ト
の
個
人
向
け
製
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を

考
案
す
る
な
ど
し
て
晩
白
柚
の
全
国
展
開

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

手
探
り
の
取
り
組
み
に
苦
悩

感
じ
る
手
応
え

10 月末に完成し、業者向
けに販売を開始した晩白
柚ペースト「マキシト」

活発な意見が交わされた
会議の様子

デザート工房
オ レ ン ジ 会 代表

メルシャン八代工場
和酒営業部課長代理（当時）

溝口 佐
さ

富
と み

 さん
岡田 行

ゆ き

枝
え

 さん
（現在、キリンビールマーケティング
熊本支社に所属）

　
晩
白
柚
の
魅
力
発
信
と
認
知
度
を
高
め
る
た

め
、
ペ
ー
ス
ト
を
使
っ
た
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

開
発
や
新
た
な
提
案
、
販
路
拡
大
を
図
る
「
晩

白
柚
ペ
ー
ス
ト
研
究
会
」
を
、
く
ま
も
と
県
南

フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
に
参
加
す
る
市
内

の
団
体
や
企
業
で
集
結
、
平
成
25
年
12
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で
、
所
属
は

晩
白
柚
生
産
者
に
よ
る
加
工
グ
ル
ー
プ
「
デ

ザ
ー
ト
工
房 

オ
レ
ン
ジ
会
」、
包
材
業
者
「
藤

井
包
材
」、
酒
造
メ
ー
カ
ー
「
メ
ル
シ
ャ
ン
」、

八
代
商
工
会
議
所
と
異
業
種
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ

て
月
１
回
程
度
会
議
を
開
催
。
業
者
向
け
の
製

品
を
作
る
こ
と
に
決
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
容
量

や
形
、
使
い
や
す
さ
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。「
裏
面
に
は
使
用
方
法
や
成
分
を
表
示

し
た
ら
ど
う
か
」と
の
声
が
出
る
と
、酒
造
メ
ー

カ
ー
が
ペ
ー
ス
ト
を
使
用
し
た
お
酒
の
作
り
方

を
提
供
す
る
な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換
、
提
案

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
販
路
拡
大
に
向
け
て
福
岡
市
内
の
レ

   

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
に
と
ま
ど
う
こ
と
も

多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
第
一
印
象
と
な
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が
な
か
な
か
決
ま
ら

ず
、
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
こ
と
も
。
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
周
囲
に
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
、
十
分
な
時
間
を
か
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
10
月
末
、
１
パ
ッ
ク

７
２
０
ｇ
の
商
品
「
晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト
　
マ
キ

シ
ト
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
商
談
や
県
が
行
う
店
舗
・
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト

の
発
注
件
数
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

販
売
先
は
、
市
内
物
産
館
の
み
の
１
件
か
ら
約

70
件
、
ペ
ー
ス
ト
の
年
間
生
産
量
は
３
０
０
㎏

か
ら
３
ｔ
と
10
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て

完
成
し
た
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
売
り
込
む
こ

と
で
、さ
ら
な
る
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
ラ
ン
や
大
阪

の
百
貨
店
な
ど
へ

商
談
に
出
か
け
、

ペ
ー
ス
ト
を
使
用

し
た
飲
み
物
を
試

飲
し
て
も
ら
う
な

ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
精

力
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
一
緒
で
心
強
か
っ
た
で
す
。
加

工
品
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
先
に
進
む
た
め
に

は
、
補
助
金
申
請
な
ど
の
事
務
作
業
や
販
路

開
拓
な
ど
、
生
産
者
の
私
た
ち
に
は
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
の

力
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。「
マ
キ
シ
ト
」
を
使
っ
た
お
酒
が
ど
こ

の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
な

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
い
ろ
ん
な
専
門
分
野
の
人
が
集
ま
っ
て
、

も
の
を
作
る
こ
と
は
初
め
て
で
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
は
素
材
に

対
す
る
想
い
を
聞
い
た
り
、
こ
ち
ら
か
ら
は

売
る
こ
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
た
り
す
る

な
ど
、
み
ん
な
で
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

で
き
た
製
品
は
自
信
作
で
す
。

Voice   ～メンバーの声～

酒造
メーカー 生産者

包材業者
八代
商工会議所

磨き上げられた完成度の
高い商品ができる

＜イメージ＞
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平
成
26
年
5
月
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
な
ど
が

若
者
の
感
覚
や
知
識
、
地
元
食
材
を
生
か
し

た
商
品
の
開
発
を
で
き
な
い
か
と
八
代
農
業

高
校
に
依
頼
。
同
校
の
食
品
研
究
部
が
、
八

代
地
域
は
県
内
の
餅
米
生
産
量
の
4
割
を
占

め
て
い
る
こ
と
や
餅
米
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

が
な
い
こ
と
に
着
目
し
、製
菓
店
ボ
ン
ブ
（
木

下
善よ

し
ひ
ろ裕
オ
ー
ナ
ー
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
共

同
開
発
し
た
の
が｢

全
力
青
春
『
も
ち
ベ
ー

シ
ョ
ン
』｣

で
す
。

　｢

も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

は
餅
の
食
感
を
生
か

し
た
ク
リ
ー
ム
が
特
徴
。プ
リ
ン
に
餅
ク
リ
ー

ム
と
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し
た
八
代
特
産
の
晩
白

柚
ジ
ュ
レ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
仕
上
げ
ま
し

た
。
試
作
品
で
は
、
餅
米
粉
の
粒
が
大
き
く
、

食
べ
た
際
に
ザ
ラ
ザ
ラ
感
が
喉
に
残
り
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
協
力
の
下
、
餅
米

粉
の
粒
を
さ
ら
に
小
さ
く
し
問
題
を
解
決
。

他
に
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
若
者
ら
し
い
発
想

に
よ
り
壁
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
商
品
開
発
後
は
、み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
夢
ま
ち
ラ
ン
ド
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
創

業
祭
な
ど
で
販
売
。
事
前
に
用
意
し
た｢
も

ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

す
る
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り
で
し
た
。

　
現
在
、Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
緑
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

北
部
店
や
ボ
ン
ブ
、ボ
ン
ブ
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
食

材
と
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
晩

白
柚
ジ
ュ
レ
の
み
な
ら
ず
、
季
節
の
フ
ル
ー

ツ
を
使
い
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
予
定
で
す
。

も
ち
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

　
八
代
農
業
高
校
の
食
品
科
学
科
の
生
徒
や
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
、

製
菓
店
ボ
ン
ブ
が
共
同
で
八
代
産
の｢

餅
米
粉｣

を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ｢

全
力

青
春
『
も
ち
べ
ー
シ
ョ
ン
』｣

を
開
発
し
、
10
月
24
日
、
市
役
所
で
Ｐ
Ｒ
試
食
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
開
発
過
程
や
商
品
開
発
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

｢

も
ち
べ
ー
シ
ョ
ン｣
誕
生

製菓店ボンブで試作する生徒たち木下オーナー（右奥）がアドバイス

PR試食会を行った関係者ら

PRを行った食品研究部の生徒たち
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八
代

農
業
高
校

食品研究部

黒
木
　
智
美 

さ
ん

稗
村
　
茉
奈 

さ
ん

Ｋ
ｕ
ｒ
ｏ
ｋ
ｉ　

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｍ
ｉ

Ｈ
ｉ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ　

Ｍ
ａ
ｎ
ａ

｢

商
品
開
発
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た｣

■ Profile
食品研究部に所属
する黒木さんと稗
村さん。｢もちベー
ション｣ の開発に
携わった中心メン
バー。将来は、商
品開発の経験を生
かした仕事をした
いと考えている。

1

2

34

1.夢まちランドで販売
2.販売する度に長蛇の列ができました
3.PR試食会では、中村市長と藤本氷川町長
　も満面の笑み
4.みなと八代フェスティバルでは JA やつ
　しろのブースで販売

今
ま
で
に
な
い

新
食
感
ス
イ
ー
ツ
が
完
成

ボンブアニバーサリー

木下 善
よ し ひ ろ

裕　オーナー

　
餅
を
ソ
ー
ス
に
す
る
と
い
う
発
想
は

今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。｢

全
力
青

春
『
も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン
』｣

は
新
し
い
発

想
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
で
す
。

　
お
菓
子
作
り
に
は
数
式
の
よ
う
に
法

則
が
あ
る
た
め
、
レ
シ
ピ
は
限
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
高
校
生
た
ち
は
違
う
角

度
か
ら
の
案
を
出
し
、
商
品
と
し
て
出

せ
る
だ
け
の
形
に
し
て
き
た
た
め
、
そ

ん
な
や
り
方
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
高
校
生
ら
し
い
考
え
方
に
私
自
身
も

学
ぶ
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回｢

も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

を
共
同

開
発
し
た
八
代
農
業
高
校
食
品
研
究
部

の
皆
さ
ん
に
は
、
衛
生
面
を
厳
し
く
指

導
し
ま
し
た
。
商
品
を
作
っ
て
か
ら
お

客
様
の
口
に
入
る
ま
で
の
時
間
な
ど
も

考
慮
し
て
作
る
こ
と
や
、
単
に
作
っ
て

も
仕
事
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
学
ん

で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
今
後
も
研
究
に
励
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

特集　くまもと県南フードバレー構想

　企画当初は、プリンの部分に餅米の杏
仁豆腐を作る予定でしたが ｢餅米は強す
ぎて重い｣ ｢女性・高齢者には食べにく
いのでは｣ との意見から、餅米をソース
として開発することに決定しました。し
かし、アイデアがなかなか出ず苦戦。固
さや味、日持ちはどうするかなど、課題
もたくさんありました。共同開発を行っ
た木下オーナーに相談し、改良を重ねる
ことで、少しずつ現在の ｢もちベーショ
ン｣ に近づけることができました。
　イベントでの販売では 15 分足らずで
完売し、うれしかったです。また、お客
様から ｢美味しかった｣ との言葉をいた
だいた時は、商品開発に携わることがで
きて本当によかったと実感しました。
　今回の商品開発では、さまざまな人た
ちに食べてもらうため、衛生面でもたく
さんのことを学びました。また、長期的
な企画の大変さや難しさも学びました。
今回の商品開発は貴重な経験であり、こ
れからの人生の糧になると実感しまし
た。今後も地元の食材を活用した商品開
発に取り組みたいです。


